
実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての
意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的
に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が「指
定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予
防サービス基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取
り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所な
いでの虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に
努めている

地域のイベントなどには入居者家族
へも声がけし、入居者と地域のつなが
りだけでなく、行事を通して、入居者と
家族の繋がりも大切にしている。
同施設内のシルバーハウジングの入
居者対応も行う中で、地域での評判も
上がっていっている。

研修に積極的に参加し、権利擁護へ
の学びを深め、身体拘束ゼロを保って
いる。職員や主治医が家族と緊密に
連携しながら、重度化する入居者に対
しても、身体拘束のないケアの実践を
行っている。
身体拘束委員会も医師や看護師の意
見を貰い、３ヶ月に１度、適切に実施さ
れている。議事録も整えられ、職員に
共有差あれている。
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開催が困難なこともあると思われる
が、書面開催やオンライン開催などを
活用し、定期的に外部の意見が取り
入れられる状態は継続していただきた
い。

運営推進会議に他のグループホーム
職員も参加いただくことで、情報収集
や意見交換も行っている。
現在は開催を見合わせることもある
が、地域包括や地域との連携は十分
に取れている。

Ⅰ．理念に基づく運営

3

4 3

11

「私たちは入居者様を人生の先達とし
て敬い、真心を込めて寄り添う介護を
実践致します。自宅のように心地よく
過ごして頂き、その人らしい生活を送
ることを支援致します。入居者様・ご家
族様・地域の方々に信頼されるグルー
プホームを目指します。」という理念に
基づいたケアを、毎朝確認し合い、現
場に活かしている。毎月の目標も理念
に近づけてケア会議で話し合い、作成
している。

指定管理事業者として、コロナ禍にお
いても変わらず、日頃から市の担当課
とは密に連携をとっているが、福祉避
難所に指定されたためにさらに協力
体制が強化されている。
生活保護受給者の受け入れも柔軟に
行っているため、福祉事務所との協力
関係も整っている。

ホーム名：グループホーム (岸部中グループホーム   )

実施状況

外部評価自己評価

項目

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

入居者様・ご家族様・地域の方々・従
業員が幸せになれる職場を目指してい
る。入居者様が住み慣れた地域で自
分らしく生活できるよう、寄り添った支
援を心がけ、令和4年に職員が話し合
い、共通の理念を再考した。

コロナ禍で地域のイベントにも影響が
出たが、令和4年に再開したバラ園の
開放には参加したり、敷地の菜園を活
用して頂き、地元の保育園児の芋ほり
の場を提供し、交流を図っている。災害
時に備え、町会との連携を図っている。
また夜間はシルバーハウジングの緊急
時対応を行っている。

虐待防止の研修会に参加したり、施設
内研修を行ったりして、全体への周知
徹底を図り、日頃の業務の中で改善が
必要であれば、その都度、個別の指導
を行っている。

身体拘束は行っていないが、身体拘束
委員会を最低でも３ケ月に１度は実
施。高齢者虐待、権利擁護については
研修に参加したり、施設内研修を行っ
たりして職員への周知徹底を図ってい
る。

毎月、市に管理業務報告書を提出。入
退去、介護度、運営状況、環境面や備
品、防災の相談等を密に行い、情報を
共有し、ホームの運営改善を図ってい
る。

ご家族様には、認知症を理解・協力し
て頂くよう働きかけている。また、グ
ループホームへのお問い合わせ時、相
談に応じたり、関連機関からのお問合
せ時に連携を深めている。

地域包括支援センター・社会福祉協議
会・民生委員・他のグループホームに
ご参加頂き、ホームの報告や情報交換
を行い、会議で話合われたことを有効
活用している。



○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見人制度
について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図ってい
る

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、それらを反映させて
いる

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際の力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めて
いる

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをし
ている
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運営推進会議で他のグループホーム
の情報を得る他、メール等で、情報や
意見を交換し、サービスの質の向上を
図っている。また吹田市グループホー
ム特定施設部会に参加し、情報交換や
相談等、行っている。

年に一回、職員の自己評価を実施。ま
た職務についてのレポートを提出して
いる。職場では各自の能力に応じて、
職務の担当を決めたり、仕事が偏らな
いように、ケア会議で全員による話し合
いの下、職場環境・職務内容等を決め
ている。
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家族とコミュニケーションをとる機会を
作るため、原則として毎月の施設利用
料は現金払いにしていただいている。
利用料受渡し時にいただいた意見や
提案は、積極的に取り入れ、対応でき
ない内容には、その理由も含めて丁
寧に説明をしている。
アンケート結果は集計して全ご家族に
報告している。

日頃から、職員同士で意見を言い合
える環境を構築しているが、申し送り
ノートを活用し、情報の共有に努めて
いる。
管理者は、職員の成長にも繋げられ
るような気配りを持って職員対応をし
ている。
毎月のケア会議は、休みの職員も出
席できるようにオンライン会議を活用
している。

運営推進会議でご意見・ご要望をお聞
きし、改善を図り、ご意見箱も設置して
いる。また年に１回、ご家族様へアン
ケートを実施し、吹田市に提出してい
る。ご意見やご要望があれば、その都
度対応している。

毎日の朝礼や月１回ケア会議にて職員
が自由に発言する機会を設けている。
また、申し送りノートを活用し、周知を
図っている。

法人としては年に1回、「介護の日」を
設け、各事業所の取り組みについて発
表会を開催。また、広報・リハビリ・転倒
予防などテーマ別に会議をおこない、
各事業所が取り組みについて発表、啓
発をおこなっている。新入職の職員は
認知症介護基礎研修を受講、その他、
必要な研修があれば、参加してもら
い、スキルアップを図っている。

権利擁護や成年後見制度に関する研
修に参加したり、施設内研修を行った
りしている。入居者様の後見人とは連
携を図っている。

まずは、ホームをご見学頂き、その際、
ご不安や疑問点等があれば、十分な
説明を実施。契約時には重要事項説
明の上、契約頂き、契約内容等に変更
があれば、書面にて説明、同意を得て
いる。



○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう
関係
 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう
家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、
一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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職員と入居者様は家庭的な雰囲気の
中で共に昼食をとり、可能な家事は一
緒に行い、散歩やレクリエーション、季
節の行事、地域のイベント参加など一
緒に楽しんでいる。
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ご家族様と入居者様の交流を大切にし
ているため、毎月の利用料のお支払い
は基本、来訪して頂いている。コロナ禍
ではレクリエーションやイベントへの参
加、協力はご遠慮頂いているが、状況
に応じ、屋外での行事にはご協力頂い
ている。

ご入居までにできるだけ情報を収集
し、職員へ伝達。また、職員が得た情
報を共有し、穏やかに過ごして頂くため
に何が必要か、早期に対応するように
心がけている。

ご家族様の心情をできるだけ傾聴し、
入居後のご不安やご要望については、
しっかりコミュニケーションをとるように
心がけている。入居されたことに安心し
て頂けるよう、ご本人のご様子等をま
めにお伝えしている。コロナ禍では写
真を月1回ご家族様に郵送し、ご様子
がわかるよう工夫している。

ご本人の状況やご家族様や職員から
の情報により、必要なサービスがあれ
ば、福祉用具購入や貸与など、業者に
連絡するなど、対応している。

ご縁を大切にしている。退去後もご家
族様が来訪されることはしばしばある。
入居されていた方の配偶者が入居した
いとご相談に応じることもある。気軽に
来所できる施設であることを心がけて
いる。

現在はガラス越しの面会に留められ
ているが、家族や知人との関係を大
切にしながら、地域に密着した事業所
として、気軽に立ち寄れる環境づくりを
心掛けている。
面会が難しい入居者もいるため、毎月
家族宛に写真を送付して入居者の様
子を伝えている。また、手紙のやり取
りを支援したり、近所の遊歩道を散策
しながら、馴染みの場所に立ち寄った
り、出会った知人との立ち話ができる
よう支援している。

知人・友人の来訪を歓迎し、ご訪問頂
いている。状況に応じ、散歩や買い物、
初詣、花見など、住み慣れた地域への
外出の機会も設けている。

お互いに個性があり、相性もある。入
居者様同士の関係性に配慮し、食事
席などを決めたり、外出時のグループ
分け等は配慮している。職員が早期に
介在することで、トラブルなく過ごせて
いる。



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握
に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事
業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々
に生まれるニーズに対応して、
既存のサービスにとらわれな
い、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受け
られるように支援している
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ケアプランを見ると、誰のプランかわ
かるほど、アセスメントがしっかるでき
ている。実際も、入居者１人１人の状
態に寄り添った、プラン以上のケアが
できている。
入居者や家族の思いが言語化できて
おり、サービスに繋げられている。

11

早期傾聴、早期対応を心がけている。
入居者様ファーストであることを職員が
周知し、情報を共有し、寄り添った介護
が徹底できるよう尽力している。サービ
スの押し付けはしない。各人の価値観
を大切にしている。

普段のケアの中で知ったことや気づい
たことをすぐに今後の支援に反映さ
せ、職員間で共有し、入居者の想いに
寄り添っている。
入居者の訴えに対し、「ちょっと待っ
て」と言うことを職員間で禁止し、入居
者をそのままにせず、意向を優先に考
えたケアを行っている。

内科は週１回往診があるが、必要に応
じ、ご家族様と主治医が相談の上、整
形外科・耳鼻咽喉科や眼科など、受診
している。また歯科においては、往診
や通院による治療、その他、週１回、口
腔ケアを受けている。尚、年に１回は総
合病院にて定期健診を受けている。

入居時にはご本人・ご家族様・ケアマ
ネジャー・相談員等からできるだけ詳
細な情報を収集し、フェースシートを作
成、日頃の会話から得た情報も、職員
間で情報を共有している。

職員同士のコミュニケーションは良好
で、情報を共有し、全員が現状をしっか
り把握できるよう、朝礼やケア会議、申
し送りノートを活用している。

職員・ご家族様からの情報を収集し、
ケア会議で職員から意見やアイデアが
あれば、参考にして、個別ケアのプラン
を作成している。

個人ファイル・バイタル・熱計表、排泄・
水分・食事量の記録、入浴・整容の記
録の他、業務日誌、業務記録など日々
状況がわかるように記録し、情報共有
を図っており、支援状況を確認し、適切
な支援が行えるよう活用している。何よ
りも職員同士のコミュニケーションによ
り情報を共有している。

地域密着型として、近隣の神社や公
園、遊歩道などの環境を活用してい
る。自治会や地域の行事への参加、出
張理容の活用、買い物など住み慣れた
地域に出向く機会をもつことを支援して
いる。(現在、外食は控えている）

往診医が入居者や家族の意向を確認
し、希望に沿った適切な支援を行って
いる。
毎週の口腔ケアでは、発語のリハビリ
も実施している。
医療連携が確立されているため、入
居者や家族は安心して過ごすことが
できる。

買い物・外食・受診の支援や福祉用具
購入・レンタルの支援を行っている。運
営推進会議等で得た情報で活用でき
るものは積極的に取り入れている。入
院時にはご本人の状況確認に加え、洗
濯や買い物の支援を行い、入退院の
移送も支援している。

24



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けら
れるよう支援している

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手当
や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制を
築いている

34

緊急対応マニュアル・緊急時対応
チャートを掲示。応急手当講習（上級救
命講習）は今後、受講予定。看護師は
誤嚥時の対応や必要な指導を職員に
行っている。事故発生時には看護師が
主治医に連絡し、適切な対応の指示を
得ている。

ＢＣＰを作成。災害への備えを再確認
し、備蓄等の充実を図った。消防訓練
は年に２回実施。内、1回は夜間を想定
している。ホームは福祉避難所の指定
を受けており、福祉避難所としてのマ
ニュアルを作成。ケア会議等で職員へ
の周知徹底を図っている。

年２回、昼間と夜間の火災を想定した
訓練を外部と協力しながら行ってい
る。福祉避難所にも指定され、地域と
の連携も行われている。
水と食糧の備蓄も確保できており、蓄
電器も備えている。BCPを作成したこ
とにより備蓄管理がより整理され、地
域の協力を得て、災害時でも入居者
が通常の生活ができるよう対策がとれ
ている。
最近では防犯対策にも積極的に取り
組み、職員間の認識や連絡体制を徹
底させている。

35 13

33 12

32

ご入院の際は、ご家族様と共に、手続
きや主治医からの説明を受け、情報を
共有している。ご入院中も定期的に訪
問し、状態を把握、退院に向けては、
医療相談員と連携し、カンファレンスに
参加するなど受け入れ態勢を整えてい
る。往診医は後方支援病院としっかり
連携している。

31

看護師は非常勤ではあるが、職員とし
て配置。薬の管理や、健康相談、医師
への連絡相談、家族様への説明などを
担っている。職員は入居者様の状態変
化があれば、まず、看護師に相談。専
門職に相談することで、適切な対応が
できている。

往診医と重度化した場合の対応や終
末期の看取りについて連携し、本人や
家族の希望に基づいたケアが実践で
きている。
入居者家族からの信頼も厚く、安心し
て任せられる施設となっている。

昨年、ホームでの看取りは１名。コロナ
禍ではあったが、感染対策を講じ、頻
繁に面会できるよう図り、穏やかな看
取りができた。ご家族様、主治医と密
に連携し、ご家族様が後悔のない選択
をされるよう支援も行っている。また、
ご本人様に必要な介護については職
員間で情報を共有し、医療と連携の
上、適切な対応ができるよう尽力して
いる。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支
援
　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる
支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、集
会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでい
る

○入浴を楽しむことができる
支援
　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

15

お茶の時間、食事、おやつの時間によ
り一日の生活の流れは自然にできてい
る。ご自身ができることはお手伝い頂く
よう促しているが、強要することなく、そ
れぞれの居場所、過ごし方も自由に選
択して頂いている。

43

入居者との言葉遣いにおいて、親しみ
やすさと馴れ馴れしさとの違いを理解
し、場面ごとの対応のメリハリをつける
ことを職員全員が常に意識するよう指
導を行っている。
職員の小さな言動にも気を配り、配慮
が足りないことがあれば、理解を確認
しながら指導を行っている。
アンガーマネジメントなどの外部研修
を受講した場合は、その内容を職員
内で共有できている。

16

42

41

39

38

理容は月１回、髪型や毛染めについて
はご本人の意向を大切にしている。洋
服を適切に選べない場合は職員が声
掛等の援助をしている。

40

44

45 17

36 14

37

当ホームの強みは家庭的で美味しい
料理。「いつも美味しい」と言っていただ
けるよう調理に尽力している。できる範
囲で調理のお手伝いをお願いしてい
る。片付けは個人の能力に応じて、自
発的に行えることはご依頼している。気
候の良い時は施設の敷地内で戸外で
食事をする機会を設けて気分転換を
図っている。

人権研修・個人情報保護・認知症ケア
の研修に参加したり、施設内研修を
行ったりしている。人の尊厳やプライバ
シー保護について職員の意識を高めて
いる。日々の接遇で、改善点があれ
ば、その都度指導を行っている。

早期傾聴、早期対応を行い、隠れた
ニーズに思いをはせ、寄り添う介護を
志している。些細なことではあるが、何
を飲むか、ドレッシングはどれにするか
等、選択枝を増やし、自己決定の機会
を作っている。

ネットで調理法を検索して新しいメ
ニューを披露したり、器を変えたり季
節感を出したりして、入居者の喜ぶメ
ニューを毎食考えている。心を込めた
手作りの食事を提供することにより、
「今日のメニューは何かな」という楽し
みを持ってもらえるような工夫をしてい
る。
食材のチェックリストを作成し、評価を
重ねた結果、食材の無駄がなくなっ
た。食事療法により、糖尿病が改善し
た入居者もいる。

お茶の時間でなくても、デイルームで団
欒時にはお茶を勧め、水分摂取を促し
ている。食材には繊維質の多い野菜を
しっかり使用、日に２回の食前体操・ス
トレッチを実施。天候次第では散歩も
実施している。

個人に応じた食事量を把握し、全量摂
取できるように提供している。水分・食
事量は常に記録し状態を把握。咀嚼力
に支障がある方には食事形態を工夫し
ている。

毎食後、口腔ケアの促しと介助を行っ
ている。毎週１回、歯科衛生士による
口腔ケアがあるが、月毎に、歯科より
指導と課題を頂き、口腔ケアの実践を
している。新入職の職員は歯科の口腔
ケア講習会に参加している。

夜はオムツの方も昼はリハビリパンツ
を使用し、入居者が自分でできる能力
を伸ばす細やかなケアを心がけてい
る。
この施設に来て、排泄の自立度が上
がった人も少なくなく、現在、昼間にオ
ムツを利用している人はいない。

週に３回の入浴を実施している。入居
者一人一人の状態や希望に合わせ
て、入浴のタイミングや入浴方法を調
整している。
「ゆ」の暖簾を付けたことで、銭湯気分
を楽しめるだけでなく、プライバシーも
配慮できるようになった。
入居者は、広いスペースで、職員と会
話を楽しみながらリラックスした入浴を
楽しむことができる。

浴室に「ゆ」の暖簾を設置。季節の行
事にゆず湯を取り入れ、少しでも入浴
を楽しめるよう心がけている。週３回は
入浴（体調に応じて）長湯の好きな方に
時間を多くとるなどの対応をしている。
シャワーヘッドを肌にやさしい水流のも
のに変更した。

排泄パターン（記録）を参考に、トイレ
への促し・介助を行っている。現在、お
むつ使用者はいない。



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や要領
について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけら
れるよう支援している

○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援している

○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）は、
利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした
安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫して
いる

46

居室やデイルームなど好みの場所でく
つろいで頂いている。活動的な方には
家事のお手伝いをお願いし、外出が好
きな方には散歩や買い物、外食の機会
を持って頂いている。調理時に味見を
して頂いたり、デイルームで過ごしてい
るときはお茶を勧めたり、少しでも、家
庭的な生活ができるよう支援している。
季節の行事に合わせた壁飾りなどの
作品作りを入居者様と職員が一緒に楽
しんでいる。

51

毎回、ケア会議で入居者様の心身の
状況の情報共有を図っている。看護師
からは薬の変更や調整など申し送りが
ある。また日々の変更については申し
送りノート活用し、周知を図っている。
内服の確認にチェックリストを活用して
いる。

ご希望があれば、散歩や買い物　　（外
食）に同行するなどの支援を行ってい
る。ご家族やご友人と外出される時
は、車の手配や外出の準備などの支
援を行っている。（コロナ禍では行って
いない）

近隣のスーパーや遊歩道への散歩は
感染対策を徹底して、意識的に実施し
ている。
入居者は、外出で馴染みの人や場
所、季節を楽しむことができている。
個人の希望があれば、服飾品の購入
にも職員が個別に対応している。冠婚
葬祭には入居者が家族と外出できる
支援も行っている。

47

54 20

48

49 18

入居者や職員が作成した季節が感じ
られる装飾を掲示して、暖かい空間づ
くりを意識している。
限られた空間の中でも、入居者が家
庭的な「自分の居場所」を認識できる
ような雰囲気づくりを行っている。
それは、入居者を居室に連れて行っ
てもすぐに共用スペースに出てくるこ
とでもわかる。たたみのスペースもあ
り、気分でくつろぐ場所を選択できる。

廊下や居室等の清掃をしっかりと行
い、生活感のある環境を心がけてい
る。季節ごとに壁の絵などを変更し、廊
下には直近の行事やイベントの写真を
掲示、浴室の前には暖簾をし、少しで
も温かみを感じて頂けるよう配慮してい
る。月毎に塗り絵をしていただいたカレ
ンダーは居室に掲示している。

基本的にはお小遣い程度の現金を鍵
のかかるロッカーでお預かりしている。
不足するものやご希望があれば、買い
物の代行を行うが、ご自身で買い物を
したいという場合には買い物に同行支
援している。

年賀状を出したい方には賀状が出せる
ように支援したり、電話がしたいとお申
し出があれば、事務所の電話を使用し
て頂いている。

食事を中心に生活のリズムはある程度
整っているが、体調や状況によっては
その都度、判断し、無理なく過ごして頂
けるよう、臨機応変に対応している。

55

52 19

53

50

食事席以外に、椅子やソファーが配置
されており、好きな時に好きな場所でく
つろげるように配慮している。

部屋は南向きで日当たりがよく、緑も見
える。押し入れの収納量も多い。仏壇・
家具・テレビ等、ご本人が使用していた
ものを自由にお部屋に置いて頂いてい
る。居室の入り口には手作りの表札を
掲示している。

洗剤などの備品の保管には安全性を
考慮している。ホーム内は広々として
バリアフリー。車椅子でも自由に自走
できるようになっている。廊下やトイレ
には手すりがあり、夜間トイレへの移動
が難しい方にはポータブルトイレを設
置している。収納が難しい方には表示
シールを貼っている。

居室は清潔で日当たりもよい。
入居者や家族の希望に合わせて、自
宅で使用していた馴染みの物等を持
ち込んでもらい、家庭的な第２の住ま
いとして意識いただけるように支援し
ている。



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

④ほとんどできていない

③たまに

④ほとんどいない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいと

②数日に１回ある

③たまにある

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

利用者は、その時々の状況や要
望に応じた柔軟な支援により、
安心して暮らせている
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

62

60
利用者は、戸外の行きたいとこ
ろへ出かけている
（参考項目：49）

利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

57

58
利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている
（参考項目：38）

①毎日ある

56
職員は利用者の思いや願い、暮
らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

59

利用者は、職員が支援すること
で生き生きした表情や姿がみら
れれている
（参考項目：36,37）

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っていること、
不安なこと、求めていることをよ
く聞いており信頼関係ができて
いる
（参考項目：9,10,19）

64

通いの場やグループホームに馴
染みの人や地域の人々が訪ね
てきている
（参考項目：9,10,19）

③利用者の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

①ほぼ全ての利用者と

65

運営推進会議を通して、地域住
民や地元の関係者とのつながり
の拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる
（参考項目：4）

66
職員は活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービ
スにおおむね満足していると思
う

68
職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足して
いると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが


